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10
月
31
日
、
都
民
生
活
要
求

の
実
現
め
ざ
し
、
東
京
地
方
労

働
組
合
評
議
会（
東
京
地
評
）、

東
京
社
会
保
障
協
議
会
（
東
京

社
保
協
）を
は
じ
め
労
働
組
合
、

商
工
団
体
、
女
性
団
体
な
ど
が

参
加
し
て
、
「
都
民
生
活
要
求

大
行
動
実
行
委
員
会
」に
よ
る
、

東
京
都
来
年
度（
2
0
1
9
年
）

予
算
に
対
す
る
各
団
体
の
要
求

を
ま
と
め
、
そ
の
実
現
と
予
算

へ
の
反
映
を
求
め
て
要
請
行
動

が
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

冒
頭
、
実
行
委
員
会
を
代
表

し
て
屋
代
眞
氏
（
東
京
地
評
事

務
局
次
長
）
か
ら
「
要
請
は
14

兆
円
規
模
の
小
池
都
政
の
2
0

1
9
年
度
東
京
都
予
算
編
成
に

あ
た
っ
て
の
都
民
か
ら
の
生
の

声
で
の
直
接
の
要
求
で
す
。
都

民
の
く
ら
し
は
、
安
倍
政
権
に

よ
る
医
療
・
介
護
・
福
祉
・
年

金
な
ど
社
会
保
障
費
引
き
下

げ
、
働
く
者
の
賃
金
も
依
然
と

し
て
低
く
抑
え
ら
れ
、
中
小
業

者
の
経
営
も
破
た
ん
が
相
次
ぐ

な
ど
、
格
差
と
貧
困
の
深
刻
な

事
態
に
あ
る
。
都
に
対
し
て
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
に
お
け
る
都
民

の
切
実
な
生
の
声
、
要
望
を
真

摯
に
受
け
止
め
、
都
民
生
活
が

少
し
で
も
豊
か
に
な
る
よ
う
、

自
治
体
本
来
の
役
割
で
あ
る
住

民
の
く
ら
し
と
福
祉
を
守
る
施

策
を
求
め
ま
す
」
と
の
挨
拶
を

行
い
ま
し
た
。

要
請
要
求
は
、『
医
療
』（
窓

口
負
担
の
軽
減
、
地
域
医
療
構

想
の
都
民
理
解
へ
の
周
知
徹

底
、
国
民
健
康
保
険
制
度
の
料

率
算
定
の
応
能
負
担
原
則
な
ど

へ
の
変
更
、
看
護
師
確
保
、
医

師
確
保
と
養
成
な
ど
44
項

目
）
、
『
介
護
』
（
介
護
サ
ー

ビ
ス
、
介
護
労
働
条
件
改
善
な

ど
17
項
目
）
、
『
滞
納
処
分
・

差
押
え
』
（
給
与
、
年
金
等
の

差
押
え
行
わ
な
い
、
無
益
な
差

押
え
の
禁
止
な
ど
6
項
目
）
、

『
障
害
者
支
援
』
（
障
害
者
施

策
の
充
実
、
就
労
促
進
、
福
祉

の
ま
ち
づ
く
り
な
ど
61
項

目
）
、
『
高
齢
者
福
祉
』
（
生

活
支
援
、
シ
ル
バ
ー
パ
ス
改
善

な
ど
8
項
目
）
、
『
社
会
福
祉

施
設
支
援
と
待
機
児
童
解
消
』

（
福
祉
事
業
所
の
人
材
確
保
、

待
機
児
童
対
策
な
ど
5
項

目
）
、
『
都
営
住
宅
』
（
大
量

建
設
、
入
居
基
準
の
是
正
・
修

繕
・
立
替
・
環
境
整
備
、
使
用

継
承
な
ど
23
項
目
）
、
『
生
活

保
護
』
（
制
度
の
広
報
強
化
、

法
外
援
助
の
引
き
上
げ
な
ど
15

項
目
）
、
『
教
育
』
（
35
人
以

下
学
級
、
子
ど
も
の
貧
困
・
格

差
解
消
、
特
別
支
援
学
校
施
設

整
備
な
ど
35
項
目
）
、
『
産
業

行
政
』
（
中
小
企
業
振
興
基
本

条
例
の
制
定
、
中
小
企
業
予
算

の
拡
充
、
印
刷
業
の
積
算
資
料

に
も
と
づ
く
適
正
価
格
で
行

う
、
皮
革
関
連
産
業
へ
の
支
援

な
ど
21
項
目
）
、
『
労
働
行
政
』

（
東
京
都
に
お
け
る
正
規
職
員

採
用
拡
大
、公
契
約
条
例
制
定
、

最
低
賃
金
の
引
上
げ
、
時
間
給

1
5
0
0
円
以
上
の
実
現
、
雇

用
創
出
事
業
の
都
独
自
で
の
実

施
な
ど
22
項
目
）
、
『
ま
ち
づ

く
り
』
（
地
域
防
災
計
画
抜
本

的
見
直
し
、
築
地
市
場
の
現
地

再
整
備
、
羽
田
空
港
離
発
着
便

計
画
の
撤
回
を
国
に
求
め
る
、

特
定
整
備
路
線
建
設
を
や
め
る

な
ど
13
項
目
）
、
『
ス
ポ
ー
ツ

振
興
』
（
ス
ポ
ー
ツ
活
動
支
援

盛
り
込
ん
だ
推
進
計
画
の
策

定
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
大
会
経
費
予
算
準
備

状
況
の
情
報
な
ど
4
項
目
）
、

『
平
和
』
（
オ
ス
プ
レ
イ
の
横

田
基
地
配
備
に
反
対
を
、
飛
来

・
訓
練
の
中
止
を
、
東
京
の
米

軍
基
地
の
返
還
、
「
非
核
都
市

宣
言
」
制
定
、「
東
京
都
平
和

祈
念
館
」（
仮
称
）の
建
設
、
な

ど
20
項
目
）
14
分
野
、
2
8
8

項
目
と
な
り
ま
し
た
。
（
詳
細

に
つ
い
て
は
、
実
行
委
員
会
事

務
局
・
東
京
地
評
に
問
い
合
わ

せ
）行
動
に
は
、20
団
体
か
ら
延

べ
3
3
6
人
が
参
加
。
都
側
か

ら
は
、
要
求
項
目
に
関
係
す
る

関
係
部
局
よ
り
あ
ら
か
じ
め
回

答
が
文
書
で
示
さ
れ
ま
し
た
。

個
々
の
要
求
・
要
望
は
、
各

団
体
な
ど
が
こ
れ
ま
で
も
東
京

都
と
交
渉
・
要
請
行
っ
て
き
て

い
ま
す
が
、
都
民
の
切
実
な
要

求
・
要
望
を
実
行
委
員
会
と
し

て
ま
と
め
、
東
京
都
に
直
接
要

請
す
る
こ
の
行
動
は
、
唯
一
こ

の
実
行
委
員
会
が
伝
統
的
に
行

っ
て
い
る
も
の
で
す
。

都
側
は
、
真
摯
な
態
度
で
対

応
を
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

特
徴
的
に
は
、「
東
京
都
は
〝
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
〞
で
、
区
市

町
村
で
行
う
、国
へ
伝
え
る
」と

い
う
答
え
や
対
応
が
目
立
ち
、

地
方
自
治
・
行
政
の
東
京
都
が

果
た
す
役
割
は
何
な
の
か
、
要

求
要
望
が
切
実
な
だ
け
に
改
め

て
問
わ
れ
る
も
の
で
す
。

来年度予算に対する要求の実現と予算への反映
求めて要請行動する代表＝2018．10．31・都庁

日
本
科
学
者
会
議
東
京
支
部

は
10
月
24
日
、
東
京
都
が
築
地

市
場
の
豊
洲
市
場
へ
の
移
転
を

強
行
し
た
こ
と
に
抗
議
し
、
築

地
市
場
の
解
体
を
中
止
す
る
よ

う
小
池
百
合
子
東
京
都
知
事
あ

て
声
明
を
発
表
し
ま
し
た
。

声
明
は
、
東
京
都
が
土
壌
汚

染
な
ど
、
重
大
問
題
を
解
決
し

な
い
ま
ま
豊
洲
市
場
を
開
場
さ

せ
た
こ
と
に
抗
議
し
、
あ
ら
た

め
て
豊
洲
市
場
の
科
学
的
な
手

段
で
の
安
全
点
検
と
そ
の
結
果

の
公
表
を
求
め
て
い
ま
す
。
ま

た
、
安
全
に
か
か
わ
る
重
大
問

題
が
判
明
し
た
場
合
に
備
え

て
、
築
地
市
場
の
解
体
を
中
止

す
る
よ
う
求
め
て
ま
す
。

そ
し
て
、
日
本
科
学
者
会
議

東
京
支
部
と
し
て
、
以
下
の
4

点
を
要
望
し
て
い
ま
す
。

（
1
）
本
会
は
9
月
6
日
の
要

望
書
で
、
今
回
の
水
染
み
に
関

し
て
「
第
三
者
の
専
門
家
な
ど

に
よ
る
科
学
的
な
手
段
に
よ
る

原
因
究
明
の
た
め
の
立
ち
入
り

検
査
」を
貴
職
に
求
め
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
す
る
文
書
回
答
を
11

月
6
日
ま
で
に
行
う
こ
と
。

（
2
）
市
場
内
に
発
生
し
た
不

安
材
料
に
つ
い
て
、
科
学
的
手

段
を
用
い
て
原
因
究
明
し
、
そ

の
結
果
を
公
表
し
、
納
得
の
行

く
説
明
を
、
11
月
末
日
ま
で
に

行
う
こ
と
。

（
3
）
こ
う
し
た
対
応
措
置
を

機
敏
に
行
い
、
消
費
者
に
と
っ

て
安
心
で
、
市
場
労
働
者
に
と

っ
て
も
安
心
し
て
働
け
る
市
場

環
境
を
整
備
す
る
こ
と
。

（
4
）
ま
た
、
少
な
く
と
も
市

場
労
働
者
が
安
心
し
て
働
け
る

環
境
が
整
う
ま
で
、
築
地
市
場

解
体
を
中
止
し
、
使
用
可
能
な

状
態
で
維
持
す
る
こ
と
。

築地市場全景

私
が
東
京
都
の
肢
体
不
自
由

養
護
学
校
に
入
都
し
た
の
は
、

1
9
7
3
年
希
望
者
全
員
就
学

の
前
年
、
そ
の
受
け
入
れ
準
備

の
た
め
、
養
護
学
校
で
は
、
介

助
員
制
度
か
ら
複
数
担
任
制
に

移
行
し
た
年
で
し
た
。

翌
1
9
7
4
年
障
害
児
の
希

望
者
全
員
就
学
が
実
現
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

そ
れ
ま
で
は
、
入
学
を
希
望

し
て
も
、
学
校
が
少
な
く
入
学

選
考
に
落
ち
、
泣
く
泣
く
就
学

を
あ
き
ら
め
た
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。

し
か
し
、
父
母
や
教
職
員
を

中
心
に
「
ど
ん
な
に
障
害
が
重

く
て
も
無
限
の
発
達
の
可
能
性

が
あ
る
」
と
の
思
い
と
、
革
新

都
政
の
実
現
に
よ
っ
て
一
気
に

実
現
へ
と
向
か
い
ま
す
。

さ
ら
に
全
員
就
学
の
実
現

は
、就
学
保
障
に
と
ど
ま
ら
ず
、

要
求
実
現
が
要
求
を
生
み
、
地

域
の
子
ど
も
教
室
、
共
同
作
業

所
づ
く
り
な
ど
、
さ
ら
な
る
障

害
福
祉
の
充
実
に
結
実
し
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

「
憲
法
を
暮
ら
し
に
い
か
す
」

そ
の
言
葉
の
通
り
、
障
害
の
あ

る
子
ど
も
た
ち
の
人
権
と
教
育

権
保
障
を
実
現
し
た
革
新
都
政

は
、
今
も
大
き
な
歴
史
の
宝
で

す
。考

証

革
新
都
政
「
東
京
に

憲
法
と
自
治
が
か
が
や
い
た
と

き
」
は
、
私
た
ち
に
改
め
て
都

民
要
求
の
実
現
を
め
ざ
す
運
動

と
結
び
、
自
治
体
の
革
新
の
必

要
性
を
訴
え
て
い
る
と
思
い
ま

す
。

佐田光三郎
（障害者と家族
の生活と権利を
守る都民連絡会
事務局長）

築
地
市
場
の
豊

洲
へ
の
移
転
が
と

う
と
う
強
行
さ
れ

た
こ
と
に
関
連
し

て
思
う
の
だ
が
、

現
都
知
事
の
発
す

る
公
約
や
発
言
は

都
政
史
上
か
つ
て

な
く
軽
い
、
と
い
う
こ
と
▼
ま

ず「
食
の
安
全
・
安
心
を
守
る
」

は
い
ま
で
も
豊
洲
は
ベ
ン
ゼ
ン

が
環
境
基
準
の
1
7
0
倍
の
ま

ま
だ
。
つ
ぎ
に
「
築
地
を
生
か

す
」
つ
ま
り
市
場
機
能
を
残
す

と
い
う
の
は
御
覧
の
と
お
り
だ

▼
さ
ら
に
「
築
地
ブ
ラ
ン
ド
は

守
る
。
日
本
の
宝
だ
か
ら
」
と

い
う
の
も
あ
っ
た
が
、
い
ま
や

「
豊
洲
ブ
ラ
ン
ド
を
つ
く
る
」

に
か
わ
っ
た
。
加
え
て
「
5
年

た
っ
た
ら
希
望
す
れ
ば
築
地
に

戻
れ
る
」
と
い
う
の
も
あ
る
▼

こ
れ
な
ど
昨
年
の
都
議
選
の
直

前
に
基
本
方
針
を
説
明
し
た
時

の
発
言
だ
。
も
し
知
事
が
自
ら

の
発
言
に
責
任
を
も
つ
と
考
え

る
な
ら
ば
築
地
の
解
体
工
事
は

や
め
る
べ
き
だ
ろ
う
。
ア
ー
チ

部
分
の
建
物
は
残
し
て
お
か
な

け
れ
ば
戻
れ
な
い
の
で
は
な
い

か
と
は
市
場
関
係
者
か
ら
の
声

だ
。
開
通
し
た
環
状
2
号
線
の

暫
定
道
路
も
そ
の
部
分
は
わ
ざ

わ
ざ
迂
回
し
て
つ
く
ら
れ
て
い

る
▼
二
重
三
重
の
約
束
違
反
と

い
う
言
葉
ま
で
は
あ
る
が
、
こ

れ
が
四
重
と
な
る
と
も
は
や
日

本
語
の
範
疇
を
超
え
て
し
ま

う
。し
か
も
こ
れ
ら
の
発
言
が
、

例
に
よ
っ
て
あ
く
ま
で
も
に
こ

や
か
に
、
堂
々
と
語
ら
れ
て
い

た
だ
け
に
、
こ
れ
が
次
々
と
裏

切
ら
れ
た
、
と
な
る
と
何
と
も

軽
々
し
い
も
の
に
感
じ
ら
れ
、

こ
の
ま
ま
で
い
い
の
か
と
考
え

る
の
は
私
だ
け
だ
ろ
う
か（
木
）

都民のくらしと福祉平和を守る施策を都民のくらしと福祉平和を守る施策を

都
民
生
活
要
求
大
行
動
実
行
委
員
会

１４
分
野
２
８
８
項
目
要
求
実
現
を

自治体本来の役割を発揮し自治体本来の役割を発揮し

豊
洲
移
転
強
行
に
抗
議

築
地
市
場
解
体
中
止
を

日
本
科
学
者
会
議
東
京
支
部
が
声
明

考
証

革
新
都
政

〝
東
京
に
憲
法
と
自
治
が
輝
い
た

と
き
〞を
読
ん
で

障
害
児
の
希
望
者

全
員
就
学
に
思
う
こ
と

２０１９年度対都予算要請行動
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阪
神
淡
路
大
震
災
、
東
日
本

大
震
災
、
熊
本
地
震
な
ど
に
つ

づ
く
最
大
震
度
7
を
記
録
し
た

北
海
道
胆
振
東
部
地
震
（
10
月

6
日
発
生
）
。

震
源
地
に
あ
た
る
厚
真
町
や

鵡
川
町
で
は
、
山
林
で
人
家
を

ま
き
こ
ん
だ
大
規
模
な
土
砂
崩

れ
や
住
家
の
倒
壊
な
ど
が
発

生
。
震
源
か
ら
50
キ
ロ
以
上
も

離
れ
た
札
幌
市
で
も
住
宅
団
地

が
液
状
化
に
よ
っ
て
甚
大
な
被

害
を
受
け
る
な
ど
、
死
者
が
41

名
（
う
ち
厚
真
町
36
名
）
に
も

及
ぶ
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

同
時
に
、
今
回
の
地
震
で
は

火
力
発
電
所
が
被
災
す
る
こ
と

で
北
海
道
全
域
が
停
電
す
る
日

本
で
は
は
じ
め
て
の
「
ブ
ラ
ッ

ク
ア
ウ
ト
」
が
発
生
。
市
民
生

活
や
医
療
現
場
、
搾
乳
な
ど
酪

農
な
ど
に
も
深
刻
な
被
害
を
も

た
ら
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
地
震
は
、
熊
本
地
震

の
よ
う
な
地
表
面
で
の
活
断
層

の
ず
れ
に
よ
っ
て
起
こ
さ
れ
た

も
の
で
は
な
く
、
海
側
の
太
平

洋
プ
レ
ー
ト
に
よ
っ
て
押
さ
れ

歪
み
を
蓄
え
て
い
た
陸
側
の
プ

レ
ー
ト
内
部
で
お
き
た
内
陸
直

下
型
地
震
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
震
源
が
深
度
36
キ
ロ

の
深
い
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
大
規
模
な
土
砂

崩
れ
や
家
屋
倒
壊
、
震
源
か
ら

離
れ
た
地
域
で
の
被
害
な
ど
が

発
生
し
た
原
因
と
し
て
、
震
度

が
7
の
激
震
で
あ
っ
た
こ
と
に

く
わ
え
、
揺
れ
を
伝
え
や
す
い

北
海
道
特
有
の
地
盤
特
性
、
さ

ら
に
は
夏
以
降
の
雨
降
り
と
地

震
の
前
日
の
台
風
21
号
の
襲
来

な
ど
で
「
表
土
が
大
量
の
水
分

を
含
ん
で
い
た
」
（
厚
真
町
）

こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
被
害
が
も
た
ら

さ
れ
た
被
災
地
を
調
査
す
る
た

め
10
月
の
24
・
25
日
に
現
地
調

査
を
実
施
し
ま
し
た
。
調
査
に

は
全
国
災
対
連
を
は
じ
め
東
京

災
対
連
、
日
本
科
学
者
会
議
、

新
建
築
家
技
術
者
集
団
、
新
婦

人
の
会
記
者
、
日
本
共
産
党
国

会
議
員
秘
書
な
ど
8
名
が
参

加
。
札
幌
市
清
田
区
、
鵡
川
町
、

厚
真
町
を
踏
査
し
ま
し
た
。

液
状
化
で
地
盤
流
出

札
幌
市
清
田
区

札
幌
市
清
田
区
里
塚
の
戸
建

て
住
宅
団
地
で
は
、
今
回
の
地

震
で
液
状
化
が
発
生
。
数
多
く

の
住
宅
が
2
ｍ
に
も
及
ぶ
地
盤

沈
下
に
よ
っ
て
傾
き
、
全
壊
＝

危
険
判
定
の
張
り
紙
（
赤
）
が

軒
並
み
張
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

清
田
区
の
被
害
の
特
徴
は
、
阪

神
淡
路
大
震
災
や
熊
本
地
震
な

ど
と
違
っ
て
建
物
が
ぐ
し
ゃ
っ

と
潰
れ
る
「
層
破
壊
」
は
見
ら

れ
ず
、
地
盤
の
傾
斜
に
そ
っ
て

斜
め
に
傾
く
被
害
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。

こ
の
住
宅
地
は
1
9
6
0
年

代
以
降
に
宅
地
開
発
さ
れ
た
と

こ
ろ
で
、
元
々
は
川
が
あ
り
水

田
も
あ
っ
た
と
こ
ろ
を
宅
地
造

成
し
た
も
の
で
、
開
発
に
あ
た

っ
て
川
を
暗
渠
と
し
て
埋
め
込

み
、
そ
の
上
に
盛
り
土
し
て
販

売
し
た
も
の
で
す
。

沈
下
の
状
況
は
写
真
の
横
線

が
地
震
前
の
地
盤
の
位
置
で
、

地
震
で
矢
印
の
下
ま
で
地
盤
が

沈
下
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
沈
下
が

発
生
し
た
か
と
い
う
と
、
液
状

化
し
た
土
砂
が
か
つ
て
の
川
筋

に
そ
っ
て
流
失
し
た
た
め
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

写
真
の
手
前
の
住
宅
は
沈
下

に
よ
る
傾
斜
を
免
れ
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
は
液
状
化
対
策
と
し

て
杭
を
し
っ
か
り
と
打
ち
込
ん

で
い
た
か
ら
で
す
。
こ
の
地
域

は
以
前
に
も
液
状
化
被
害
を
受

け
て
い
ま
す
か
ら
、
液
状
化
対

策
を
事
前
に
講
じ
る
こ
と
に
よ

っ
て
防
ぎ
得
た「
人
災
」で
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ピ
ロ
テ
ィ
式
住
宅
の
倒
壊

鵡
川
町

震
源
に
近
い
鵡
川
町
で
は
、

駅
周
辺
の
商
店
街
を
中
心
に
被

害
が
集
中
。
原
因
は
、
2
階
建

て
の
住
宅
の
う
ち
1
階
部
分
が

店
舗
や
車
庫
な
ど
と
し
て
使
わ

れ
、
柱
や
壁
が
少
な
い
ピ
ロ
テ

ィ
式
建
築
と
な
っ
て
い
る
こ
と

で
す
。
そ
の
耐
震
強
度
の
弱
い

部
分
に
揺
れ
の
力
が
集
中
す
る

こ
と
で
倒
壊
に
至
る
の
で
す
。

こ
れ
も
阪
神
淡
路
大
震
災
な
ど

で
被
害
が
報
告
さ
れ
て
い
た
も

の
で
す
か
ら
、
避
け
ら
れ
た
被

害
と
い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

異
常
気
象
と
地
震
が
も
た
ら
し

た
土
砂
災
害
―
厚
真
町

テ
レ
ビ
で
も
く
り
返
し
報
道

さ
れ
た
厚
真
町
の
山
林
崩
壊
で

は
、
山
の
際
に
点
々
と
建
て
ら

れ
た
農
家
が
土
砂
に
よ
っ
て
潰

さ
れ
て
お
り
、
お
お
く
の
人
の

命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。
長
雨
と

台
風
そ
し
て
地
震
が
も
た
ら
し

た
災
害
で
す
が
、
地
球
温
暖
化

の
進
行
に
よ
っ
て
異
常
気
象
が

異
常
で
な
く
な
っ
て
き
て
い
る

今
日
、
山
岳
国
で
あ
る
日
本
で

ど
こ
で
お
き
て
も
お
か
し
く
な

い
災
害
形
態
と
い
う
こ
と
が
で

き
、
広
島
や
福
岡
な
ど
で
の
土

砂
災
害
に
学
ぶ
こ
と
が
急
が
れ

ま
す
。気
象
は
科
学
的
に
解
明
、

予
知
す
る
こ
と
で
き
る
分
野
と

な
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
自
然
現

象
と
し
て
の
異
常
気
象
を
「
人

的
災
害
」
に
し
な
い
事
前
予
防

は
十
分
に
可
能
で
す
。

調
査
で
は
、
現
地
の
日
本
共

産
党
の
議
員
の
方
に
案
内
を
い

た
だ
き
、
ま
た
、
日
本
共
産
党

北
海
道
委
員
会
と
の
懇
談
を
は

じ
め
北
海
道
労
連
、道
民
医
連
、

北
商
連
、
北
教
組
な
ど
の
諸
団

体
と
の
懇
談
も
お
こ
な
い
、
被

災
者
支
援
の
状
況
や
ブ
ラ
ッ
ク

ア
ウ
ト
の
被
害
、
農
業
や
業
者

の
被
災
状
況
な
ど
を
う
か
が
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

東
京
災
害
対
策
連
絡
会

世
話
人
・

末
延
渥
史

米
軍
横
田
基
地
（
東
京
都
福

生
市
な
ど
5
市
1
町
）
に
米
軍

特
殊
作
戦
機
Ｃ
Ｖ
22
オ
ス
プ
レ

イ
が
10
月
1
日
か
ら
正
式
に
配

備
。
こ
れ
に
抗
議
す
る
「
横
田

基
地
に
、
日
本
に
も
オ
ス
プ
レ

イ
は
い
ら
な
い
10
・
27
東
京
大

集
会
が
」
福
生
市
多
摩
川
中
央

公
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
オ
ス
プ
レ
イ
反
対
東
京
連

絡
会
」
が
主
催
し
、
約
2
0
0

0
人
が
集
ま
り
「
日
本
の
ど
こ

に
も
オ
ス
プ
レ
イ
は
い
ら
な
い

!!
」
の
プ
レ
ー
ト
を
掲
げ
て
市

内
を
横
田
基
地
ま
で
行
進
し
ま

し
た
。

主
催
者
を
代
表
し
て
荻
原
淳

東
京
地
評
議
長
が
あ
い
さ
つ
。

小
池
都
知
事
の
オ
ス
プ
レ
イ
配

備
と
危
険
な
訓
練
を
黙
認
す
る

態
度
を
批
判
、
オ
ス
プ
レ
イ
配

備
撤
回
、
横
田
基
地
の
海
外
侵

略
拠
点
化
に
抗
議
の
声
を
あ
げ

よ
う
と
訴
え
ま
し
た
。

集
会
で
は
、
第
2
次
新
横
田

基
地
公
害
訴
訟
団
、
武
蔵
村
山

市
住
民
か
ら
の
オ
ス
プ
レ
イ
爆

音
被
害
報
告
、
埼
玉
県
飯
能
市

か
ら
の
連
帯
の
発
言
、
高
校
生

平
和
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
女
子
高
校

生
（
17
歳
）
な
ど
か
ら
リ
レ
ー

ト
ー
ク
で
の
発
言
が
あ
り
ま
し

た
。国

会
議
員
、
都
議
会
議
員
か

ら
の
参
加
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
か
ら
、
宮
本
徹

衆
院
議
員
、
尾
崎
あ
や
子
、
清

水
ひ
で
子
、
と
く
と
め
道
信
、

星
見
て
い
子
の
各
都
議
が
出

席
。
稲
嶺
進
前
名
護
市
長
、
立

憲
民
主
党
、
自
由
党
、
共
産
党

の
国
会
議
員
、
生
活
者
ネ
ッ
ト

都
議
、
社
民
党
区
議
か
ら
連
帯

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

日本のどこにもオスプレイいらない！プレート掲げ
抗議を行う参加者＝2018．10．27・福生市

米
軍
横
田
基
地
に
配
備
さ
れ

て
い
る
特
殊
作
戦
機
Ｃ
Ｖ
22
オ

ス
プ
レ
イ
の
事
故
率
（
10
万
飛

行
時
間
当
た
り
の
事
故
数
）が
、

最
も
深
刻
な
「
ク
ラ
ス
Ａ
」
で

4
・
05
、「
ク
ラ
ス
Ｂ
」で
41
・

87
と
、
米
軍
機
の
中
で
突
出
し

て
高
い
も
の
で
す
。

米
軍
安
全
セ
ン
タ
ー
に
よ
れ

ば
、
2
0
1
7
年
米
会
計
年
度

（
16
年
10
月
〜
17
年
9
月
）
で

の
Ｃ
Ｖ
22
の
ク
ラ
ス
Ａ
事
故
率

は
4
・
05
で
、
Ｆ
22
ス
テ
ル
ス

戦
闘
機
の
5
・
19
に
次
ぐ
高
さ

で
す
。ク
ラ
ス
Ｂ
は
41
・
87
で
、

2
番
目
に
高
い
Ｂ
1
戦
略
爆
撃

機
の
18
・
69
を
大
き
く
引
き
離

し
て
い
ま
す
。

Ｃ
Ｖ
22
は
、
米
国
内
で
は
フ

ロ
リ
ダ
州
、
ニ
ュ
ー
メ
キ
シ
コ

州
の
2
カ
所
に
配
備
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
い
ず
れ
も
周
辺
に
民

家
は
存
在
し
ま
せ
ん
。
米
軍
の

中
で
突
出
し
た
事
故
率
を
記
録

す
る
Ｃ
Ｖ
22
を
、
世
界
で
最
も

人
口
過
密
と
言
え
る
日
本
の
首

都
圏
に
配
備
し
、
自
由
勝
手
に

飛
行
さ
せ
る
の
は
異
常
事
態
と

言
え
ま
す
。

―
◇
―
◇
―
◇
―

「
ク
ラ
ス
Ａ
」は
死

者
ま
た
は
2
0
0
万

㌦
（
約
2
億
2
5
0

0
万
円
）
以
上
の
損

害
が
出
た
事
故
。「
ク

ラ
ス
Ｂ
」
は
50
万
〜

2
0
0
万
㌦
の
損
害

や
一
部
永
久
的
な
障

害
が
残
る
け
が
人
が

発
生
し
た
事
故
と
定

義
さ
れ
て
い
ま
す
。

開
催
ま
で
あ
と
2
年
に
迫

り
、
都
営
住
宅
と
明
治
公
園
を

潰
し
て
建
設
さ
れ
る
新
国
立
競

技
場
（
メ
イ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
）

が
そ
の
巨
大
な
姿
を
現
し
、
都

有
地
が
投
げ
売
り
さ
れ
た
選
手

村
で
は
巨
大
な
ク
レ
ー
ン
が
林

立
。
そ
の
一
方
で
、
今
年
の
夏

の
暑
さ
に
こ
の
時
期
の
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
ン
開
催
を
危
惧
す
る
声

が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
で
の
メ
ダ
ル
競
争
を
背

景
に
し
た
ス
ポ
ー
ツ
団
体
で
の

相
次
ぐ
不
祥
事
に
国
民
の
厳
し

い
目
が
注
が
れ
て
い
ま
す
。

2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
考
え
る
都

民
の
会
は
10
月
13
日
、
都
内
で

第
8
回
提
言
討
論
会
（
第
12
回

東
京
地
方
自
治
研
究
集
会
プ
レ

企
画
）
を
開
き
ま
し
た
。
労
働

団
体
や
ス
ポ
ー
ツ
関
係
者
ら

が
、
問
題
・
課
題
が
噴
出
し
て

い
る
東
京
五
輪
を
市
民
の
声
で

あ
る
べ
き
姿
に
変
え
て
い
こ
う

と
話
し
合
い
ま
し
た
。

国
士
舘
大
学
の
田
原
淳
子
教

授
が
五
輪
の
歴
史
と
理
念
に
つ

い
て
講
演
。
「
五
輪
は
ス
ポ
ー

ツ
を
通
じ
て
よ
り
よ
い
社
会
を

つ
く
っ
て
い
く
理
念
を
実
現
す

る
運
動
で
あ
り
、
大
会
だ
け
が

重
要
な
の
で
は
な
い
」と
解
説
。

東
京
は
戦
争
に
よ
り
1
9
4
0

年
の
開
催
を
返
上
、
64
年
に
は

世
界
で
初
め
て
組
織
的
な
五
輪

教
育
を
行
っ
た
事
実
を
示
し
、

「
日
本
は
平
和
と
教
育
を
発
信

で
き
る
国
。
五
輪
で
世
界
に
対

し
て
何
が
で
き
る
か
を
考
え
て

い
か
な
い
と
い
け
な
い
」
と
話

し
ま
し
た
。

オ
リ
パ
ラ
都
民
の
会
の
和
食

昭
夫
共
同
代
表
は
、
平
昌
冬
季

五
輪
が
南
北
・
米
朝
対
話
と
平

和
へ
の
道
を
開
い
た
と
報
告
。

「
五
輪
は
平
和
に
貢
献
す
る
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
東

京
も
平
和
の
精
神
を
大
き
く
掲

げ
る
べ
き
だ
」と
話
し
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

の
大
野
晃
さ
ん
は
1
9
6
4
年

大
会
で
は
�
も
う
戦
争
は
し
ま

せ
ん
。
世
界
と
仲
良
く
な
り
た

い
�
と
い
う
国
民
の
思
い
を
受

け
、
「
世
界
を
知
ろ
う
」
と
新

聞
社
が
競
っ
て
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

し
た
こ
と
を
紹
介
。
今
回
は
打

ち
出
す
柱
が
な
く
メ
デ
ィ
ア
が

苦
慮
し
て
い
る
。
「
な
け
れ
ば

市
民
が
掲
げ
れ
ば
い
い
。
9
条

と
ス
ポ
ー
ツ
権
を
明
記
さ
せ
た

ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
は
世
界
が
注

目
す
る
。
こ
れ
を
五
輪
の
運
動

に
据
の
え
よ
う
」
と
呼
び
か
け

ま
し
た
。

札幌市清田区液状化した地域

「東京五輪を市民の声であるべき姿に
変えていこう」と話された提言討論集
会＝2018．10．13・新宿区

米
空
軍
内
で
事
故
突
出

オスプレイはいらないオスプレイはいらない

横
田
配
備
の
Ｃ
Ｖ
22
オ
ス
プ
レ
イ

横
田
配
備
の
Ｃ
Ｖ
22
オ
ス
プ
レ
イ

横田基地に 日本に

―抗議の集会―

私
た
ち
の
声
で
変
え
て
い
こ
う
！

あ
る
べ
き
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
っ
て

北
海
道
胆
振
東
部
地
震

教
訓
を
防
災
に

役
立
て
る
た
め
に

連載（第10回）「検証 革新都政
のその後」は、今月は休みます。 オ

リ
パ
ラ
都
民
の
会
提
言
討
論
集
会


